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文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

◆内 容
「ふるさとの文化財は、歴代
の市文化財審議会委員が、広
報もばらで紹介した市内の歴
史や文化財の記事を冊子とし
てまとめたものです。
第３集は、平成5年1月～平
成24年10月号までを収録して
います。

◆価 格	 500円

◆販売場所		 	市生涯学習課、各公民館、駅前
学習プラザ、美術館・郷土資料
館、図書館、本納支所

		お問合せは、市生涯学習課（9階）
  ☎⒇1559、Ｆ⒇1607へ。

市
で
は
、
昭
和
41
年
か
ら
公
共

下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
既
に
市

街
地
を
中
心
に
約
８
０
１
ha
を
供

用
開
始
し
、
市
民
の
34
％
の
方
々

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
利
点
は
大
き
く
分
け

て
次
の
３
つ
で
す
。

①
生
活
環
境
の
改
善

悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
の
発
生
源
が

な
く
な
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
で
き
ま
す
。

②
衛
生
的
な
水
洗
ト
イ
レ
の
利
用

ト
イ
レ
か
ら
嫌
な
に
お
い
も
な

く
な
り
、
衛
生
的
で
快
適
な
水
洗

ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

③
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全

汚
水
が
川
に
流
れ
込
ま
な
く
な

る
の
で
、
川
や
海
が
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
法
で
は
、
市
が
公
共
下

水
道
の
供
用
開
始
日
と
処
理
区
域

を
公
示
し
た
日
か
ら
、
区
域
内
の

家
庭
や
事
務
所
は
速
や
か
に
排
水

設
備
を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
や
、
３
年
以
内
に
く
み

取
り
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

処
理
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
１
日
も
早
く
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
利
子
に
よ
る
水
洗
便

所
改
造
資
金
の
貸
付
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

平
成
25
年
度
「
下
水
道
の
日
」

　
　
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

市
内
小
中
学
生
が
制
作
し
た
下

水
道
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

９
月
７
日
㊏
～
19
日
㊍

　
　
　
　

10
時
～
19
時

◆
会
場　

茂
原
駅
前
学
習
プ
ラ
ザ　

　
　
　
　
（
サ
ン
ヴ
ェ
ル
６
Ｆ
）　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
下
水
道
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６
へ
。

老
人
の
願
い

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

操

老
人
が
梅
の
若
木
を
植
え
た

何
一つ
育
た
な
い
空
地
に

土
壌
は
や
せ
て
い
る

そ
こ
に
若
木
を
十
本
も

若
木
は
そ
の
地
が
好
き

着
実
に
根
付
い
て
い
る

伸
び
は
遅
い

で
も　

い
つ
か
は
大
木
に

老
人
は
託
し
て
い
る

花
開
く
時
を
夢
み
て

で
も
開
花
を
見
る
事
は
な
い

残
さ
れ
た
時
間
は
短
い

自
分
が
尽
き
た
後
に

残
る
何
か
が
欲
し
い

い
つ
ま
で
も
残
る
物
が

選
ん
だ
の
が
梅
の
若
木

老
人
の
生
活
は
地
味

目
立
つ
事
は
何
も
な
い

自
分
の
人
生
の
様
に

ひ
っ
そ
り
と
咲
き
続
け
ば　

と

◎選評　斎藤正敏
　老人が植えた梅の若木。残された時間が少ない老人には梅の開花を見ることは出来ません。
命のはかなさです。地味にひっそりと生きた老人は梅の若木にどんな未来を託したのでしょう。

下
水
道
　
お
水
が
い
っ
て
る
　
ま
た
く
る
ね

        
９
月
10
日
は
第
53
回
「
下
水
道
の
日
」


